
●学生が海外で事故・事件に巻き込まれた場合の対応フロー・（危機管理体制）

指導教員・担当教員

※連絡が付かない→学生課へ
学生課にも連絡が付かない
→防災監視室へ

在外公館
（又は、現地の警察・救急）

援護等の依頼を行う

保護者

安否の連絡を行う
（必要に応じて連絡

を継続）

学生課* ・防災監視室
（077-548-2066／077-548-2773）

※夜間・休日等：防災監視室

事件の規模・負傷の程度等の
情報収集のうえ事実関係の把握

副学長
(教育担当理事)

学科長学長

危機対策本部
・本部長 ：学長
・副本部長：副学長（教育担当理事）
・本部員 ：事務局長、学科長、関係事務部門の長、その他必要な者

報告

報告

連絡

情報収集（文部科学省・
外務省等の関係省庁を含

む）

情報収集

連絡 連絡

担当教員

被害学生の対応
情報収集

国際交流
支援室

在外公館等
と連携し現
地の情報収
集

担当教員

被害学生の
対応

留学先との
対応

学生課長

被害学生の
保護者との
連絡調整

事務局長
総務企画課長

文部科学省へ
報告

報道機関等対応

相談

危機管理レベルの判定

事故発生！

学生本人
発見者等

事務局長

保険管理
センター

滋賀県保健
所等の行政
機関へ報告
連携

留学先

安否の連絡を行う
（必要に応じて連絡を

継続）

連絡

注1

注1 国際交流支援室の体制
が整備された際は、学生課か
ら国際交流支援室へ報告先を
変更する。

危機管理対応基準：レベル１ 危機管理対応基準：レベル２ 危機管理対応基準：レベル３

・軽症であった場合 ・入院する学生が発生した場合
・被害者が複数発生
・問合せや報道機関からの取材申込
みが少数

・死亡者が発生した場合
・生死不明の状態が発生した場合
・問合せや報道機関からの取材申込
みが多数


